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	 直線磁化プラズマ実験装置PANTAにて、ヘリ
コン波パワーを3kW近傍で矩形状にモジュレー
ションし、プラズマの動的応答を条件平均法によ

り高精度に観測している。これまでの実験結果か

ら異なる径方向位置において、浮動電位は時間的

に急峻に変化するのに対し、イオン飽和電流は時

間的に滑らかに減少する事が観測された。またイ

オン飽和電流の減衰時定数は中心領域で短く、周

辺領域で長い事が明らかになった[1]。そこで本研
究ではイオン飽和電流の成長及び減衰の時間ス

ケールと応答時間の径方向及び軸方向分布につ

いて議論する。 
	 PANTAはヘリコン波(3 kW /7 MHz)を用いて
アルゴンプラズマを生成し、直線磁場で閉じ込め

ている。ヘリコンソースの位置を軸方向位置 Z = 
0 m とする。プラズマ直径は約100 mm、軸方向
磁場 900 G、装置長 4050 mm、ガス圧を0.8 
mTorr、中心密度 (ne) 1 × 1019 m-3、中心温度 (Te) 
2.5 eV である。本実験では、軸方向に径方向可動
型のプローブを用いてイオン飽和電流又は浮動

電位を中心 20 mm から 5 mm 間隔で 60 mm 
まで測定した。ヘリコン波のパワーは方形波(パル
ス幅 25 ms、デューティー比 95.0%)であり1回の
放電で10回繰り返す。軸方向プローブは、5つの
異なる軸方向でプラズマの時間発展を同時に観

測する事が出来る(図1)。 

 
	 	 図1 PANTAの概要とプローブ計測ポート 
ヘリコン波のパワーがターンオフする時刻を基

準に条件付き平均を行った。図2にヘリコンソー
スがオフし再びオンする際の、径方向位置 r = 

20 mmにおけるイオン飽和電流の時間発展を軸
方向3点で示す。イオン飽和電流の成長には速
い時間スケール(8μsec)と遅い時間スケール(66
μsec)が観測され、この速い時間スケールの領
域でプラズマ成長開始時間を評価した。Z = 
1625mmから順に17μsec、20μsec、18μsecでイ
オン飽和電流の成長開始に数μsecの差異があ
る事が観測された。 
	 本発表では、各径方向位置における軸方向別

のイオン飽和電流の成長についての詳細を報

告する。 

 
図2 径方向位置 r = 20mmにおける軸方向別 
    イオン飽和電流の時間発展 
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